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新
着
外
囲
経
済
雑
誌
主
要
論
題

我
が
国
の
銀
行
預
金

貿
易
商
晶
の
集
中
性
と

分
散
性

植
民
地
再
分

配
論
の
種
々
相
に
裁
て
-
…
=
･･･

国
民
主
義
者
の
私
企
実
況

義
博
の
酒
葦
男

商
業
横
能
単
誼
の
費
畏

梶

僻
早

士

韓
祷
単
博
士

韓
滞
弾
博
士

活
発
博
士

経
稗
草
博
士

牌
滑
津
博
士

再
保
隙
の
費
展
と
保
険
金
柴
精
今

･･-
･-
･･三
-
-
≡
-
‥
･･･‥
維

新
韓
壮

都
市
と
農
村
と
の
対
立
に
関
す
る
ア
ダ
ム
･
ス
ミ
ス
の
見
解
三

組

所
揮
士

中
立
貨
幣
に
於
け
る
賃
幣
微
量

縦

横
R.Jf
士

日
本
資
本
主
義
成
立
過
程
の
1
考
琴

････････-
-
-
-
･.-
･･-
‥
経
酒
興

士

支
那
の
幣
制
改
革
と
其
の
意
義

利
潤
論
の
修
正

頃n仕入に於ける基本周儲

虹
小へ
調
鞍
に
拭
い
て

規
山刈
靴
山腹
乃
園
逸
T=

鮭
碑
賛
史
の
堪
本
欄
顎

費
用
と
し
て
の
勢
力

歴
瀬
祉
脅
準

恩
給
年
金
貨
輿
の
課
税

法
規
小
博
士

文
選
博
士

文
畢
博
士

軽
酒
興
博
士

指
摘
率
博
士

韓
唐
草
博
士

緑
酒
堺
博
士

i.F
i.り
iYI17
1

舘

硫
却

士

絹

酒
埠

士

亜

唐
津

士
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幕

末

諸

藩

の

開

園

思

想

l

序

本

庄

柴

治

郎

徳
川
時
代
は
鎖
国
の
時
代
で
あ
る
が
p
中
期
以
後
西
洋
事
情
の
研
究
が
行
は
れ
'
開
聞
進
取
の
思
想
が
起
り
雄

二
;
こ
と
は
脅
凍
い
ふ
迄
も
な
い
印
で
あ
る
が
-｡
殊
に
D(I.
リ
ー
軒
抗
n
象
1.
断
固

㍗
詞
刻

1
リ
糊
当
ま
套
当
り
昏
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急
事
件
と
な
-
'
各
方
面
か
ら
之
に
封
す
る
意
見
が
開
陳
さ
れ
た
｡
社
家
或
は
漫
然
甲
藩
は
開
園
論
者
で
あ
り
F

乙
津
は
然
ら
す
TU
い
ふ
如
-
に
説
か
れ
た
も
の
も
あ
る
が
'
そ
れ
は
左
様
に
簡
単
に
は
言
ひ
得
な
い
も
の
で
は
荏

か
ら
-
か
O
又
常
時
の
開
園
意
見
若
-
は
鋸
国
論
が
如
何
L･.
る
状
勢
に
あ
っ
た
か
'
叉
そ
れ
が
安
政
の
通
商
候
約

締
結
に
至
る
ま
で
に
､
如
何
な
る
塾
化
を
生
じ
た
か
等
に
つ
い
て
も
研
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
o
勿
論
此
等
の

難
に
つ
い
て
も
甑
に
研
究
さ
れ
た
魔
で
あ
る
が
'研
究
の
徐
地
は
猶
穣
さ
れ
て
ゐ
る
如
-
考

へ
ら
れ
る
O
私
は
｢
幕

A;

末
の
摩
済
思
想
｣
に
於
て
多
少
此
等
の
瓢
に
触
れ
て
お
い
た
が
'
苗
に
は
ペ
リ
ー
凍
航
以
凍
'

ハ

リ

ス
の
重
大
事

件
陳
述
に
至
る
ま
で
の
諸
藩
の
意
見
に
つ
い
て
､
や
ゝ
詳
細
に
之
を
説
述
L
L
]
い
と
皿
ふ
O
従
っ
て
幕
府
有
司
の

意
見
'
幕
臣
･藩
士
･儲
者
其
他
の
意
見
は
､
暫
-
之
を
他
日
に
譲
る
こ
と
と
す
る
0

幕
末
諸
藩
の
開
園
思
想

第
E
I
十
二
馨

五

三

第

1
就

五
三
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幕
末
諸
渚
の
開
蛸
思
想

第
四
十
二
番

五
凹

第

1
就

先
凹

革

空

ハ
年
六
月
ペ
リ
ー
が
提
出
し
た
米
国
国
書
は
'
七
月

一
日
老
中
よ
-
諸
藩
に

示

さ
れ
'

之
に
封

す
る
忌
慣

な
き
意
見
が
各
方
面
よ
り
上
申
さ
れ
た
の
で
あ
え
が
'
こ
の
幕
府
の
諮
問
以
前
に
既
に
早
-
之
に
封
す
る
意
見
を

上
中
せ
る
も
の
が
五
件
あ
1
,
そ
の
中
,
擾
夷
論

一
件
,
防
備
論
二
件
･
迦
慧

竺

件
､
交
易
論

l
件
が
あ
つ
た

が
､
此
等
は
何
れ
も
幕
臣
･藩
士
･儒
者
等
の
意
見
で
あ
る
か
ら
.
蓑
に
は
之
を
述
べ
な
い
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替
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聾
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嘉
永
六
年
七
月

一
日
の
米
国
々

書
に
封
す
る
各
藩
の
意
見
に
つ
d
u
p
そ
の
主
L･言

論
鮎
を
標
準
と
し
て
笹
別
す

れ
ば
'
次
の
五
種
に
分
ち
て
之
を
観
察
す
る
こ
と
が
出
凍
る
｡

(
]
)
意
見
な
し
と
す
る
も
の
又
は
幕
府
の
庭
匿
に
従
は
ん
と
い
ふ
も
の

こ
れ
に
屈
す
る
も
の
は
攻
の
田
津

で
あ
る
｡

明
石
(刺
巻
得
失
の
儀
不
能
愚
察
'
只
々
御
下
知
次
第
滑
忠
節
和
樹
可
申
候
)

足
守
(交
易
等
御
利
害
の
儀
は
私
共
更
に
不
相
辞
儀
に
御
座
候
O
但
平
和
を
主
と
す
る
こ
と
)

旗
島
(品
に
寄
'
梯
道
の
御
廃
置
も
可
有
之
故

-
-
自
然
非
常
の
節
は
幕
府
の
進
退
に
従
は
ん
)

唐
津
(不
容
易
御
儀
､私
風
情
に
て
何
典
可
中
上
候
様
無
御
座
候
｡
如
何
様
共
御
美
園
次
第
職
忠
勤
候
存
念
之
外

他
事
無
御
座
候
)

(
〓
)
開
戦
論
又
は
壊
英
論

こ
れ
に
底
す
る
も
の
は
､
盛
岡
･水
月
･桑
名
･津
･福
井
･栓
江
･柳
河

･
佐
賀
の
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八
藩
で
あ
っ
て
'
盛
岡
藩
は
何
れ
に
す
る
も
我
は
ざ
る
を
得
や
と
い
ひ
'
水
戸
藩
昭
は
和
す
可
ら
ざ

る
理
由
十
才

保
を
畢
げ
､
そ
の
中
に
交
易
の
書
を
説
き
､廟
議
'我
の

T
字
に
決
着
､
全
開
に
大
鍍
令
を
凝
す
べ
L
と
し
て
ゐ
る
0

桑
名
藩
も
通
商
制
禁
の
儀
は
建
国
以
衆
の
開
法
..は
り
と
し

言
ハ端
彼
ふ
開
き
俣
儀
に
て
御
座
候
間
'
所
謂
有
名
の

師
に
て
p
直
我
に
在
-
』
と
L
Y
津
藩
は
交
易
を
謝
絶
す
べ
-
'
彼
よ
-
事
端
を
醸
さ
ば
之
に
鷹
す
べ
-

『
何
れ

に
も
征
夷
の
二
字
を
眼
目
と
披
恩
召
』
云
々
と
述
べ
て
ゐ
る
.
福
井
藩
は

『
本
邦
有
限
の
財
物
を
以
､
苗
夷
無
蓋

の
情
欲
に
交
易
致
候
時
は
東
軍
日
を
刻
し
て
侯

へ
-
'』
年
限
を
定
め
て
交
易
な
行
ふ
の
説
を
排
し
'
全
開

へ
必
戦

の
用
意
を
令
す
べ
L
J
J
L
､
稔
江
津
も
諭
し
て
糖
か
や

ば
戟
ふ
べ
L
と
い
ひ
F
柳
河
洋
は
米
船
s
波
水
は
海
賊
の

ノ
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..vluHJ｢
..

･
･･▲′し
､
･)
/

/
ヽ
qL1
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'
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伊
仙非
L.t
ら
/l
も
知
る
(
わ
ら
ノウ
と
し

叙
回
に
Tttf
回
湖
T11.7仁
こ
と
を
議
し
て
鞭
カ
TD
iE
州印
｣
,t
L
と
1

確
附
を
邸

に
す
べ
き
こ
と
を
説
い
た
｡
佐
賀
藩
も
通
商
許
す
べ
か
ら
や
､港
を
開
く
べ
か
ら
す
'
断
然
撰
夷
に
決
す
べ
L
と
論

､

じ
て
ゐ
る
｡

(
≡
)
拒
絶
論

こ
の
説
は
米
国
の
要
求
に
鷹
す
べ
か
ら
す
'
或
は
交
易
を
拒
絶
す
べ
L
と
説
き
'
而
も
戦
を

避
け
て
平
和
の
取
我
を
一.～･bす
べ
L
と
ゼ
る
も
の
で
あ
る
｡
こ
れ
に
屈
す
る
も
の
は
左
の
二
十
六
藩
で
あ
る
O

仙
毒

光
輝

二
本
松

麻
生

飯
野

飯
E=

松
代

川
越

沼
津

名
古
屋

金
棒

園
部

龍
野

岡
山

萩

津
和
野

徳

島

宇

和
島

今
治

高
知

森

久

留
米

熊
本

宇
土

鹿
兄
島

佐
土
原

以
上
諸
藩
の
意
見
中
に
は
交
易
を
開
-
は
租
法
に
反
す
と
の
詮
(名
古
屋
)交
易
は
清
蘭
二
図
を
限
り
他

は
拒
絶
す

葛
未
諸
藩
の
開
固
思
想

第
四
十
二
怨

五
五

第

1戟

五
五



幕
末
諸
津
の
開
国
思
想

第
四
十
二
審

五
六

第

1
戟

五
六

べ
L
と
の
説
(
二
本
平
館
EE
)が
あ
り
'
或
は
交
易
は
国
に
利
な
し

(仙
苧
佐
土
原
)
我
閲
は
通
商
の
た
め
に
衰

へ
ん
(戟
)

と
も
説
か
れ
'
ま
た
或
は
日
本
は
『
何

一
つ
不
足
の
事
も
鉦
乏

又
'小
関
故
有
飴
の
物
産
も
無
之
』
と
て
交
易
の
必
要

を
認
め
ざ
る
説
(岡
山
)も
あ
っ
た
D
ま
L
l梅
防
を
巌
に
す
べ
L
と
の
説
は
多
-
の
藩
の
意
見
で
あ
っ
た
0

度
兇
島
津
の
説
は
『
御
打
抑
之
儀
は
海
防
御
手
薄
之
折
柄
故
'
必
勝
を
得
候
儀
銀
盤
束
番
存
候
』
と
い
ひ
7
交
易

lL
r/

て
は

『
比
節
御
免
鮎
仰
山
焼
儀
は
不
可
然
御
時
節
期
と
春
希
僻
-
作
無
水
年
波
裸
芝
師
直
に

御
断
相
成
候

て
は
戦
車
之
税
を
間
借
も
難
斗
候

(
.
成
文
ヶ
年
を
妊
し
横
様
に
触
山桜
御
辞
令
被
仰
開
催
で
蹄
帆
被
仰
付
』
云
々

と
て
連
戦
論
を
唱

へ
'
国
防
を
段
に
せ
ば
三
年
の
後
に
は
勝
算
あ
-
と
論
じ
て
ゐ
る
.
衣
に
宇
和
島
津
は
我
に
勝

算
な
き
JJ
と
を
述
べ
'
結
論
と
し
て
は

『
因
て
概
言
仕
候
は
,
.
内
巌
防
備
期
必
戟
'
外
示
威
信
貸
甘
言
之
意
を
以

御
所
置
被
鳥
在
侯
は
如
何
可
有
御
御
座
哉
』
と

述
べ
て
ゐ
る
か
ら
'
寧
ろ
拒
絶
論
で
あ
り
'
避
戟
論
で
あ
る
と
考

へ
ら
れ
る
O
更
に
金
揮
津
も
和
を
主
と
す
べ
き
こ
と
を
説
い
て
ゐ
る
が
'
貿
易
は
支
部
和
蘭
の
外
は
禁
制
で
あ
-

登
米
利
加
に
許
せ
ば
他
の
諸
国
に
も
許
さ
ゞ
る
可
ら
ざ
る
に
至
-
'
種
々
の
難
題
発
生
す
べ
L
と
し
て
ゐ
る
か

ら
'
拒
絶
論
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
-
O

(四
)
許
容
論

開
戦
し
て
も
必
勝
を
期
し
難
い
か
ら
'
米
国
の
希
望
の
一
ケ
保
で
も
之
を
許
し
て
平
和
の
取

扱
を
な
す
べ
L
と
論
す
る
も
の
に
'
懸
川
･丸
亀
･吉
田
･岡
の
四
藩
が
あ
り
､新
番
田
藩
は
平
和
の
取
扱
を
肝
要
と

し
和
親
通
商
を
許
す
も
､
武
備
は
愈
"
巌
に
す
べ
L
と
L
t
不
和
不
我
の
間
七
草
を
虞
す
る
を
良
策
と
す
る
も
'

時
勢
己
む
を
得
や
交
易
を

許
す
場
合
は
'
先
づ
露
団
に
許
し
'
露
人
を
し
て
米
人
を
諭
き
し
む
べ
L
と
し
て
ゐ



る
.
次
に

7
と
先
米
図
の
願
望
を
容
れ
､
若
-
は
交
易
を
許
す
べ
L
と

一
般
的
に
論
じ
た
も
の
に
は
佐
倉
･材
栓
･

小
溝
･八
幡
･鳥
取
･中
津
の
六
藩
が
あ
-
'
更
に
年
限
を
足
助
で
交
易
を
許
す
べ
L
と
せ
る
も
の
に
'窄

岩
村
田
･

津
山
の
三
溝
が
あ
っ
た
O
か
-
年
限
を
定
め
て
試
に
貿
易
を
行
は
ん
と
す
る
こ
と
は
既
に
米
国
の
閥
書
に
も

『
先

数
年
た
め
し
に
取
行
ひ
給

へ
､
又
は
五
年
十
年
之
間
に
及
ふ
も
差
支
候
儀
は
有
ま
じ
｡
扱
篤
と
利
益
の
有
無
御
承

知
被
成
'
或
は
責
買
共

1
向
無
益
に
被
恩
召
候
は
～
又
候
肯
例
に
被
引
戻
僕
で
も
宜
敷
か
ら
ん
か
』
な
ど
と
述
.I(

て
み
た
か
ら
､
試
に
貿
易
を
行
ふ
と
の
説
､
或
は
之
を
非
と
す
る
詮
な
ど
が
'
白
然
各
藩
の
間
に
行
は
れ
た
も
の

で
あ

ら
-

0

以
止
は
多
少
穏
艶
の
差
が
あ
る
が
;
阿
れ
,もJ群
或
r
賢
康
A
7蘇
る
;.{ti
L
と
せ
る
も
F:I.で
あ

っ

TtJi
す

Tr,i

.tl
'L

J

十

n叫【臣
lJT.こ
し
1.･LAr･TLA)
0

け
ト議
作
･-
丁
ク
ノr
r
Tbv一lJ'

(五
)積
極
的
交
易
論

以
上
の
諸
説
に
反
し
て
貿
易
の
利
益
皇
后
調
L
t
米
国
の
要
求
を
容
る
～
の
.み
L･1
ら

す
'
積
極
的
に
交
易
に
従
事
L
t
国
富
を
増
進
す
る
の
必
要
あ
る
こ
と
を
説
い
た
も
の
は
p
彦
根
藩
と
福
岡
藩
と

で
あ
る
C'

彦
娘
藩
は
嘉
永
六
年
八
月
十
日
の
上
音
に
於
で
は

『
皇
国
は
古
今
之
習
俗
義
勇
節
烈
を
士
夫
之
職
分
と
心
得
'

金
銀
財
貨
は
商
賓
之
業
と
い
や
し
堂
島
有
を
不
蓑
風
俗
､
苗
圃
に
傑
出
せ
し
庭
に
で
､
撃
夷
之
旦
俊
損
益
利
書
を

常
談
と
致
'
国
王
の
璽
印
を
押
し
他
蓮
に
贈
侯
書
中
に
も
交
易
之
利
を
公
然
と
栴
し
揚
げ
'
柳
以
恥
辱
と
も
不
存

之
習
慣
と
は
格
別
に
て
'
兎
角
寄
付
候
で
は
始
終
零
論
多
-
'
且
第

1
被
馬
防
天
主
之
邪
教
伐
て
'
閉
洋
之
御
法

幕
末
諸
藩
の
開
国
思
想

第
四
十
二
巻

末
七

第

1
戟

五
七

j
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幕
末
譜
薄

の開
聞
思
想

第
四
十
二
番

犬
八

第

1
非

五

八

被
璽

且
置
侯
紳
謀
遠
慮
常
世
利
潤
之
馬
に
も
不
可
壁
候
儀
と

奉
恐
察
侯
』
と
て
彼
我
闘
風
の
差
異
を
説
き
､
更
に

交
易
を
拒
絶
す
べ
き
こ
と
を
説
い
て
ゐ
る
が
･.
上
書
の
末
段
に
於
で

W.猶
末
々
の
見
込
和
漢
之
時
勢
を
篤
と
相
老

僕
得
は
'
皇
国
海
中
に
猫
立
し
､
外
国
に
気
を
被
布
'
龍
城
退
縮
之
姿
に
成
行
傾
て
は
'
往
々
可
憂
場
に
至
-
可

申
欺
C
海
外
に
勇
厳
を
振
ひ
'
蟹
夷
危
疑
之
憎
を
抱
H
J僕
御
廃
置
可
有
之
奉
春
候
』
と
あ
る
は
､
後
に
開
国
論
の
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b
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･tV
る
酌
は
ざ
る
蔀
を
説
i･7J二
m離
詫
間
軒
之
租
法
に
は
僻
帯
判
,
或
胡
萩
髄
･Z
j棉
ば
か
り
は
崩
し
初
謂
侶
し
今

)
]1JfJLl

此
橋
を
幸
ひ
に
外
国
の
御
所
置
可
有
之
事
｡暫
-
兵
端
を
不
開
'年
月
を
経
て
必
勝
商
全
を
得
る
の
術
計
に
出
可
申

哉
o
(

中
略
)交
易
之
儀
は
闘
禁
な
れ
ど
'
帖
世
に
古
今
の
挙

の
-
'
有
無
相
通
す
る
は
天
地
之
道
也
.
親
競
之
柵
に

肯
て
巳
衆
は
此
方
よ
り
商
船
を
和
蘭
禽
所
･喫
昭
叱
之
南
野

作
造
し
て
交
易
す
べ
し
』
と
て
交
易
を
許
し
､
朱
印
船

を
復
興
し
て
海
外
に
出
て
.
我
よ
-
機
先
を
制
し
て
貿
易
に
従
事
す
べ
き
こ
と
を
誼
-
に
至
っ
た
｡

福
岡
港
は
嘉
永
六
年
七
月
十
七
日
の
上
告
に
於
て
米
閥
に
は
長
崎
に
て
交
易
を
許
す
べ
し
､
英
備
二
問
に
は
許

す
べ
か
ら
す
'
露
閲
に
は
許
す
べ
し
な
ど
と
説
い
て
ゐ
る
が
'
そ
の
後
段
に
於
て

『
異
問

へ
の
垂
買
1
統
御
免
被

仰
付
保
は
ゝ
日
本
繁
昌
触
盛

』
と
し
『
辿
-
日
本
永
久
強
固
の
儀
は
不
相
成
時
節
到
凍
と
奉
存
促
』
と
て
'外
聞
通
商

は
先
例
に
背
か
す
と
し
て
ゐ
る
｡
此
等
の
鮎
よ
-
見
れ
ば
積
極
的
貿
易
策
を
説
い
に
も
の
と
い
ふ
こ
と
が
出
凍
る

叫

三

所
謂
重
大
事
件
に
封
す
る
意
見

5) 大 r]水女古君幕兼外観関係文書第十八を乃至第二十雀



ペ

リ

ー
は
安
政
元
年
正
月
再
び
浦
賀
に
凍
っ
て
確
答
を
求
め
'
蓬
に
三
月
に
至
っ
て
候
約
が
締
結
さ
れ
た
が
'

之
は
和
親
使
杓
で
あ
っ
て
'
船
中
扱
乏
晶
を
供
給
す
る
LJ
･,O
に
下
田
･幽
館
の
二
港
を
開
き
､領
事
を
下
田
に
置
-

こ
と
を
許
し
仁
に
過
ぎ
ぬ
｡
然
る
に
安
政
三
年
七
月
絶
領
事

ハ
-
ス
下
田
に
凍
る
や
'
和
親
催
約
rLl
-
も

一
層
完
備

せ
る
懐
約
を
締
結
せ
ん
と
L
t
屡

ミ
江
戸
参
府
を
要
求
し
L
!o
こ
れ
に
封
し
て
も
許
否
の
議
論
が
盛
ん
で
あ
っ
た

が
'
蓬
に
四
年
十
月
江
戸
に
出
て
'
同
月
二
十
六
日
所
謂
重
大
事
件
た
る
通
商
候
約
締
結
の
儀
を
申
出
で
た
｡
之

は
公
使
戯
割
と
自
由
に
交
易
を
な
す
こ
と
と
の
二
件
で
あ
っ
L
30
そ
の
後
十

一
月
六
日
に
至
り
､
開
港
場
麺
更
の

こ
と
が
提
議
さ
れ
た
っ
慕
府
は
先
例
に
よ
っ
て
之
に
封
す
る
意
見
を
各
方
面
か
ら
徴
す
る
こ
と
と
な
つ
L
l
の
で
あ
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島
･笠
間
･宍
戸
･岩
槻
･演
栓
･虞
島
の
七
藩
で
あ
っ
て
'今
回
の
事
件
は
容
易
な
ら
ざ
る
事
で
あ
っ
て
愚
見
に
及
び

難
-
'
自
然
非
常
の
節
に
は
幕
府
の
進
退
に
従
は
ん
と
い
ふ
説
で
あ
る
.

[
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『
h臣
.F
で_

夷
の
御
任
御

和

音
の
御
所
置
泰
伏
願
候
』
と
い
へ
る
に
過
ぎ
な
い
が
'
五
年
正
月
の
上
音
で
は
彼
我
闘
風
を
異
に

す
る
を
以
て
和
親
の
道
は
整
ひ
難
し
と
L
t
貿
易
公
行
に
及
は
ゞ
軽
馨
妄
動
す
る
者
を
生
す
べ
-
'『
戦
争
を
以
て

御
排
ひ
被
遊
候
よ
-
外
有
之
間
数
』
と
し

『
神
州
義
勇
の
人
民
轟
る
を
以
'
極
と
被
遊
侯
儀
御
決
定
候
儀
肝
要
と

奉
存
俣
』
と
論
じ
'
恰
も
所
謂
焦
土
外
交
の
如
三
一一日
解
を
連
ね
て
ゐ
る
｡

幕
末
諸
藩
の
開
細
思
想

第
柑
十
二
奪

五
九

第

1
親

五

九



幕
末
諸
津
の
開
国
思
想

第
四
十
二
馨

六

〇

第

l
戟

六

〇

更
に
高
知
藩
の
上
音
に
は

『
皇
国
を
軽
侮
仕
'
無
感
之
申
立
不
少
'

賓
に
痛
憤
に
不
堪
奉
存
候
』
と

い
ひ
､
廟

堂
の
衆
議
略
ぼ
決
定
の
様
子
で
あ
る
か
ら
意
見
を
並
べ
て
も
無
用
で
は
あ
る
が
'『
唯
此
上
日
光
山
之
御
武
威
御
蛾

に
洋
夷
箆
服
仕
侯
槙
の
御
所
置
奉
企
望
候
』
と
述
べ
て
ゐ
る
か
ら
'
明
か
に
開
戦
す
べ
き
こ
と
を
説
い
て
ゐ
な
い

や
-
で
も
あ
る
が
､
茸
は
開
戦
操
英
の
畳
悟
と
見
る
べ
き
も
の
で
は
tIb
か
ら
う
か
｡
ま
た
萩
静
も

『
御
国
辱
に
不

変
兼
卸
島
賢
什
賢
と
錠
と
奉
昏
峡
｡
何
時
長
瀞
を
開
き
儀
典
衛
武
威
村
立
候
様
､
狩
ヌ
約
手
簡
略
念
頭
巌

茸
に
勧

｣,二
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仰
付
度
』
と
あ
っ
て
~
そ
の
意
明
か
で
な
い
が
､
こ
れ
亦
開
戦
の
覚
悟
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
-
a

(≡
)
担
酪
論

米
国
の
要
求
を
容
認
す
べ
か
ら
す
と
せ
る
も
の
は
攻
の
四
番
で
あ
る
が
'
そ
れ
に
も
程
蛙
の

差
が
あ
る
｡

仙
毒
薄
は
四
年
十

1.
月
二
十
日
の
上
申
書
に
放
て
は
米
国
の
要
求
を
拒
む

..(.
L
と
し
て
ゐ
る
｡
然
し
五
年
五
月

十
六
日
の
上
書
で
は
我
邦
を
併
呑
す
る
の
深
謀
t･bb
と
L
t
両
も
和
親
通
商
は
止
む
を
得
ざ
る
如
き
口
吻
を
漏
ら

し
て
ゐ
る
が
､
各
国
が
何
れ
も
通
商
を
乞
ふ
に
至
ら
ば
重
大
事
で
あ
る
か
ら
､
よ
-
-
1

廟
議
を
轟
す
べ
き
こ
と
を

説
い
て
ゐ
る
｡
久
保
田
藩
は
四
年
十

一
月
二
十
日
に
は
米
閥
の
要
求
を
拒
む

べ
L
t
公
使
巌
剤
及
長
崎
･下
田
･幽

館
以
外
の
港
を
開
-
こ
と
を
断
-
'
交
易
を
許
す
場
合
は
禁
制
品
を
荘
重
に
定
む

べ
き
こ
と
を
論
い
Ll
が
'
十
二

月
二
十
八
日
に
は
ロ
シ
ャ
憶
約
に
準
し
て
商
事
廃
置
す
べ
L
と
論
じ
て
居
る
0
水
月
脊
昭
は
自
ら
米
国
に
渡
航
し

て
商
館
建
設
謝
絶
の
こ
と
を
談
判
す
べ
-
'
浪
人
百
姓
町
人
等
三
四
百
常
人
を
率
ゐ
て
米
閥
に
赴
か
ん
と
い
ひ
､

交
易
は
国
益
と
な
ら
す
却
て
園
を
奮
ふ
の
策
な
-
,JJ
L

『
御
武
備
御
整
迄

1
時
の
御
計
策
に
て
踊
港
被
遊
侠
と
'



夷
秋
を
江
月

へ
被
差
置
候
と
は
大
に
相
違
仕
､
乍
悼
征
夷
の
御
名
日
に
も
拘
り
候
御
事
に
相
成
-
』
云
々
と
述
べ

て
'
公
使
髄
剤
の
こ
と
を
極
度
に
避
忌
し
た
も
の
ゝ
如
-
で
あ
る
.
尤
安
政
五
年
六
月
九
日
の
蕃
翰
に
で
は
'
交

易
は
武
器
の
輸
入
を
専
ら
と
す
べ
-
､
公
使
駐
割
'
直
交
易

･
切
支
丹
寺
建
設
等
を
許
す
よ
-
は
専
ろ
開
港
場
を

櫓
す
べ
し
と
し
或
は
交
易
の
利
を
以
て
武
備
を
整

へ
ん
な
ど
の
説
が
見
え
て
ゐ
る
か
ら
'
後
に
は
意
見
が
多
少
憂

吏
し
た
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
6
鳥
取
藩
は

『寓
図
と
交
易
被
遊
侠
儀
は
永
頼
如
何
と
奉
存
候
得

ハ
､
却
で
御
断
之

方
可
然
'
牌
ミ
ニ
ス
ト
ル
之
儀
も
常
節
御
許
容
如
何
と
奉
存
候
o
交
易
盛
に
相
成
是
か
為
に
日
本
国
中
疲
弊
に
至

楳
得
は
蓬
に
内
乱
を
生
し
'
外
夷
鹿
に
来
し
､
従
天
朝
も
御
差
込
ミ
出
'
且
大
小
名
異
壁
に
及
候
哉
も
難
計
'
乍

Jib
.;liIJ卜
川

.414
ト
.■し
こ
･･ニト
げ
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杭
J
H
L
･＼川
･･J
r
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I
Jj
n
J+
WJh
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･てん
ば
兎
も
角
も
北
開
の
覇
望
む
容
れ
て
神
都
の
塵
僻
を
詞
や
.'LlJ
L
と
す
る
～̂
の
､
或
は
年
限

′iiij
I111Ei..芽
]ゴ耐

を
足
助
で
交
易
を
許
す
べ
L
と
す
る
も
の
等
を
含
ん
で
を
-
'
多
少
程
度
の
差
が
あ
る
が
､
之
に
屈
す
る
も
の
は

盛
岡
ふ
田津
"
矢
田
e忽
小長
同
工
最
遠
小西
属
･桑
名
小彦
聴
け

小
･横
｡明
石
･姫
路
ル津
山
上
向
松
山

横
田

二
相
岡
の
十
六
藩

で
あ
る
｡

右
の
中
､
骨
幹
藩
は
後
家
の
状
勢
巳
む
を
得
ざ
る
に
つ
き

1
先
づ
簡
易
に
候
約
を
締
結
す
る
外
途
な
-
､
年
限

を
縮
め
て
催
約
を
締
結
す
べ
L
と
し
て
ゐ
る
が
'
又
同
時
に
開
港
を
許
し
'
富
国
張
兵
の
良
寛
を
立
つ
べ
L
と
も

論
じ
て
ゐ
る
っ
忽
藩
は
我
邦
は
自
給
自
足
の
闘
で
あ
る
が
'
今
敬
っ
て
勝
算
は
な
い
か
ら
図
版
を
保
ち
時
機
を
得

て
快
復
を
計
る
べ
L
で
あ
る
と
し
'
十
五
年
間
侯
約
を
試
み
に
行
っ
て
は
如
何
と
の
意
見
を
述
べ
て
ゐ
る
｡
長
岡

幕
末
諸
藩
の
開
国
思
想

第
四
十
二
堰

六

1

第

1
沸

六
一



幕
末
諸
藩
の
開
園
思
想

第
四
十
二
番

六

二

第

-
戟

六

二

藩
は
高
閲
普
通
の
法
例
に
改
革
す
べ
L
と
説
い
て
ゐ
る
か
ら
'
催
約
を
結
び
開
開
通
繭
を
許
す
者
と
見
る
べ
-
､

明
石
港
は
十

1
月
二
十
七
日
頃
の
上
申
書
に
て
は
､
米
国
の
要
求
を
容
る
べ
し
と
し
又
武
備
を
巌
に
す
べ
き
こ
と

を
説
い
て
ゐ
る
が
､
翌
十
二
月
二
十
七
日
頃
の
上
申
書
に
で
は
別
段
心
付
候
憩
案
は
無
御
座
と
い
ひ
､
大
慶
革
の

場
合
は
幕
肘
の
指
讐

i
従
ふ
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
ゐ
る
.
津
山
津
は
十

1
月
二
十
七
日
に
は
今
更
交
易
を
断
る
わ

.
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ま
定
払
ま
使
指
刀
川
喜

離
別
を
許
す
べ
か
ら
す
と
t

TElh
i;
男
ijit男
を
4
11
EiT
f
男
1-
I
:
♂
･Y
真

っ
二

つ
-
0
.I-.J
llo
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-
≡.
..

の
み
な
ら
ず
､
復
水
の
利
告
を
考

へ
'
そ
の
方
法
が
不
都
合
な
ら
ば
二
三
年
に
て
改
め
て
も
よ
い
と
論
じ
て
ゐ
る

か
ら
'
交
易
を
認
め
ん
と
す
る
者
で
あ
ら
う
0
ま
た
溝
田
藩
は
二
十
年
或
は
三
十
辛
.G
.年
限
を
定
め
て
交
易
を
許

す
ペ
L
と
し
て
ゐ
る
O

(五
)積
極
的
交
易
説

こ
れ
は
米
国
の
希
望
を
容
る
る
は
勿
論
'
時
勢
に
鷹
じ
て
進
ん
で
我
国
よ
り
海
外

へ

赴
い
て
交
易
す
べ
L
と
の
積
極
的
意
見
を
述
べ
た
も
の
で
あ
っ
て
'
こ
れ
に
屈
す
る
も
の
は
次
の
四
藩
で
あ
る
O

福
井
帯
は
四
年
十

一
月
二
十
六
日
の
上
申
書
に
於
で
'
強
兵
の
共
は
富
国
に
あ
る
か
ら
今
後
貿
易
の
撃
を
開
き

有
無
相
通
し
『
皇
国
自
有
之
地
利
に
擦
り
'
宇
内
第

一
の
苗
鶴
に
敦
庶
事
に
御
座
候
』
と
い
ひ
'
又
人
を
制
す
る
と

人
に
制
せ
ら
る
る
と
零
ふ
斯
倭
に
先
の
一
字
に
あ
る
が
'
営
今
の
勢
は
苗
に
在
る
の
で
あ
る
か
ら
'
我
よ
-
進
ん

で
小
邦
を
衆
併
し
互
市
を
盛
に
す
べ
L
と
説
き
'
更
に
五
年
二
月
十
八
日
に
も
'
江
戸
大
阪
は
盛
大
の
互
市
行
は

る
べ
き
便
地
L･t
り
と
し
､
諸
大
名
変
質
に
貿
易
を
許
し
'
我
よ
-
航
海
を
閃
き
'
来
観
の
機
械
を
輸
入
し
米
人
を



聴
用
す
べ
-
'
支
那
西
洋

へ
も
人
を
派
遣
す
べ
き
こ
と
を
論
じ
'
頗
る
進
歩
的
な
考
空

不
し
て
ゐ
る

｡

次
に
徳
i
P漆
は
常
時
の
形
勢
は
天
命
の
然
ら
し
ひ
る
桝
で
あ
-
'
米
閥
の
要
求
を
容
る
べ
き
こ
と
を
説
い
た
が

(凹
年
十
l月
二
十
音

)l史
に
‖…
川
･江
戸
･横
拭
を
閃
-
べ
-
'
我
よ
-
航
海
し
て
通
･.f
す
べ
L
と
な
し
て
ゐ
る

(十
二

月
14十
七
日
)
0

面
も
五
年
六
月
二
日
に
は
言
義

は
容
易
に
難
行
'
寓
民
塗
炭
之
苦
を
受
'
無
益
に
人
命
を
費
侠
而

巳
tIbら
す
.
戦
争
之
異
は
外
聞
風
習
に
て
地
を
割
以
て
和
睦
を
募
候
様
に
和
成
可
申
.
左
傾
時
は
彼
発
て
の
呑
併

の
志
有
之
候
に
付
､
温
々
笠
食
致
候
上
'
往
々
小
事
お
粥
胤
鉦
福

間
可
相
成
'
構
図
阿
片
の
前
徴
に
て
御
亮
察
有

御
座
度
奉
存
候
』
と
い
ひ
'
此
際
我
閥
よ
-
子
規
を
促
す
は
不
可
で
ゐ
-
'
勇
猛
の
魔
量
を
避
雷
と
せ
ず
と
論
じ

-111j(
-
｣.r,

柳
河
藩
は
天
地
の
時
勢
に
従
ひ
'
米
産
粧
鞘
帯
鋼
と
集
村
A
海

法
し
､
日
本
調
朗
玖
爽
定
計
打
か
ii)
兜
臣
LqIJ勉

lノ
ー･r
--.r■■■.ノ
l//
二ノ
1
lノ
(
)ノEL｢JJ-1
'′T~｢..A

す
の
必
要
を
説
き
'
且
交
易
の
本
腺
は
産
物
に
な
る
か
ら
'
天
下
産
物
の
多
寡
を
,o
取
調
べ
開
度
櫓
和
の
仕
法
を

立
つ
べ
き
で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
｡

-d
l)む凪
誌
.･?
鼓
肝
ま
粒
粥
F:
好打
定
1
氾
二
丈
]･h
Y!,捉
ま
束
こ
こ
什
お
汁
す
.う
んり
許
可
h叶
乃
1丈
出札
亡
も
ソh
.､
雨
一..f
…叫
･后
わ
.ヒ
包

諸
外
聞

へ
商
船
を
派
遣
し
'
五
大
洲
を
嘩
芯
に
制
御
す
る
や
-
廃
置
す
る
の
が
常
然
で
あ
る
と
瓜
ふ
旨
を
陳
述
し

て
ゐ
る
O

四

結

幕
末
諾
津
の
開
岨
思
想

第
凹
十
二
容

六

三

第

7兆

六

三



幕
末
諸
藩
の
開
閉
思
想

第
M
十
二
雀

六

川

第

l
班

六
四

以
上
準

ぺ
し
所
を
基
と
し
て
､
米
閑
々

書
に
封
す
る
答
申
と
重
大
事
件
に
封
す
る
答

申
と
の
爾
円
に
意
見
を
述

べ
て
ゐ
る
藩
に
つ
い
て
､
多
少
比
較
し
て
見
る
な
ら
ば

(
I
)
仙
董
･水
戸
･河
越
･高
知
･萩
の
五
津
は
開
田
と
も
開
戦
論
又
は
拒
絶
論
で
あ
る
が
､
詳
し
-
い
ふ
な
ら
ば

水
月
は
開
戦
論
か
ら
拒
絶
論
と
な
り
'
河
越
･高
知
･萩
の
三
番
は
逆
に
拒
絶
論
か
ら
開
戦
論
と
L･b
つ
て
ゐ
る
C
仙

お菜
十
三
桝
‥TfT.̂
てら
軍
刀肝
-水
仙

T
L
至

る
U

..=
-･
-･-

.‖.ー
.d
l

･y

三

)
鳥
取
津
は
第

1
回

に

は

1
と
党
づ
ァ
メ
リ
カ
の
要
求
を
容
れ
て
交
易
す
べ
し
-
L
L1
が
-<

箭
二
回
目
に
は

貿
易
を
謝
絶
す
る
を
良
策
と
し
消
極
的
立
場
に
慶
化
し
た
｡

(≡
)
こ
れ
と
反
封
に
第

一
回
に
は
開
戦
論
で
あ
っ
た
が
'
第
二
回
に
は
許
容
論
と
な
っ
て
､
積
極
的
立
場
に
壁

じ
た
も
の
に
盛
岡
と
桑
名
と
の
両
津
が
あ
る
｡

(E
l)第
二
回
目
に
積
極
的
交
易
説
を
述
べ
た
四
藩
の
中
､
福
井
･柳
河
の
両
津
は
箭

l
回
に
於
て
は
開
戦
壊
夷
論

で
あ
っ
た
.
他
の
二
藩
即
ち
徳
島

･
鹿
兄
島
は
第

1
回
に
放
て
は
何
れ
も
拒
絶
論
で
あ
っ
た
.
従
っ
て
四
津
は
何

れ
も
滑
極
的
立
場
か
ら
積
極
的
立
場
に
準
じ
た
も
の
で
あ
る
O

更
に
各
藩
の
意
見
は

1
股
的
に
何
を
物
語
っ
て
ゐ
る
か
.
之
に
つ
い
て
は
す
べ
て
の
藩
が
そ
の
意
見
を
上
申
し

た
わ
け
で
は
な
-
､
上
述
せ
る
所
に
つ
い
て
見
る
も
'
全
開
約
二
首
七
十
の
大
名
の
中
'
第

1
回
目
に
は
五
十
四

藩
'
第
二
回
日
に
は
三
十
四
藩
の
意
見
が
牧
鉄
さ
れ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
ず
'
そ
の
中
か
ら
意
見
な
し
と
の
上
申
を
な



し
た
も
の
を
除
け
ば
第

7
回
目
は
五
十
藩
､
第
二
四
日
は
二
十
七
藩
と
な
る
｡
従
っ
て
之
を
以
て
常
時
諸
侯
の
す

べ
て
の
意
見
を
判
断
し
得
ざ
る
こ
と
は
云
ふ
迄
も
な
い
が
､
併
し
之
に
JL6
つ
て
も
常
時
の
思
想
傾
向
は
大
腰
之
を

知
る
こ
と
が
出
凍
る
と
凪
ふ
O
ま
た
第

1
回
日
と
野

両

目
と
に
於
で
意
見
を
上
申
せ
る
港
が

1
致
し
て
ゐ
な
い

か
ら
'
革

空
ハ
年
か
ら
安
政
四
五
年

へ
か
け
て
各
藩
の
意
見
が
如
何
に
壁
化
し
た
か
と
い
ふ
こ
と
も
精
細
に
は
判

断
し
科
Lj,い
わ
け
で
あ
る
か
つ.
こ
れ
亦
大
漁
の
動
き
は
知
-
得
る
こ
と
と
恩
ふ
.
兎
に
角
以
上
の
答
申
に
よ
っ
て

考

へ
得
る
こ
と
は
'

(
I
)
擾
夷
論
者
-
は
開
戦
論
が
塞
外
少
い
こ
と
を
法
意
せ
Li･t
け
れ
ば
学
ら
聖

上
述
の
諸
侯
の
上
申
書
に
関
す

る
限
-

に
於
で
は
･.
開
戦
的
S
桟
韻
論
は
筋

山
柳
田
に
は
五
十
四
所
中
八
藩
で

山
門
∴
ハ
.amL
.約
二
回
目
は
三
十
個

謙

柿
三

浦

で

,<

=
八

形

に

過

ぎ
L

t

い

｡

(
〓

)

第

7

回
目

に

は
拒

絶

諭

即
ち
米
国
の
要
求
は
拒
絶
す
る
が
'
平
和
の
虞
置
に
出
づ
べ
L
と
す
る
も
の
が
'

五
十
四
藩
中
二
十
六
藩
で
四
八
二

頭
を
占
め
最
も
優
勢
で
あ
っ
た
｡
然
る
に
第
二
回
目
に
於
て
は
拒
確
論
は
三
十

四
藩
中
僅
か
に
四
津
で

二

･七

形
に
過
ぎ
な
い
.

(≡
)
許
容
論
は
第

一
回
日
に
は
五
十
四
淳
中
十
四
藩
で
二
五

･
九
舛
で
あ
る
が
､
省
三

回
目
に
は
三
十
四
藩
中

十
六
番
と
な
-
四
七
解
を
占
め
最
も
優
勢
と
な
っ
た
｡

(也
)積
極
的
交
易
論
は
第

1
回
に
は
五
十
四
溝
中
二
津
で
三
･六

形
で
あ
る
が
､
第
二
回
目
に
は
三
十
田
津
中
四

藩
如
ち

二

･
七
秒
と
な
っ
て
薯
し
き
進
展
か
こ
不
し
て
ゐ
る
.

幕
末
諸
蒲

の
開
固
思
想

第
四
十
二
巷

六
五

第

1
耽

六
五



幕
末
諸
藩
の
開
固
思
想

第
四
十
二
巷

六
六

第

1
耽

六

六

(革

鼻
腔
と
し
て
は
第

!
阿
目
に
は
前
述
の
如
-
横
瀬
開
戦
よ
-
も
拒
絶
論
が
優
勢
で
あ
-
'

大
腰
の
容
気
は

我
を
避
け
て
而
も
米
陶
の
要
求
を
斥
け
た
い
と
い
ふ
傾
向
に
在
っ
た
と
瓜
は
れ
る
が
'
第
二
回
目
に
於
で
は
交
易

を
許
す
と
い
ふ
こ
と
が

T
般
の
大
勢
と
t･t
-
.
殊
に
積
極
的
交
易
説
が
著
し
-
有
力
-
な
っ
て
凍
ij
o
こ
の
こ
と

は
嘉
永
六
年
乃
至
安
政
四
五
年
の
恥
骨
非
勢
の
鍵
化
に
鷹
じ
て
p
開
岡
と
貿
易
の
必
要
と
が
次
第
に
威
得
さ
れ
て

黙
Lr

WJ
J
LF
<Lf,計
ノ,.D
D
こ
+
Lr
b▲つ
3
0
仏忙
コ
.'EJ
山
ル丸
こ
ir謎
｣1i
二
八､､L
.し堤
一コモゝ
昭
.､
J･LL
･.･丁
二
山反

し
L'..
)
)
:
｡
-
=

Pゝ

ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
が
r.
少
-
と
も
諸
侯
の
上
申
竜
を
通
し
て
考
ふ
れ
は
'
所
か
-
簡
単
に
は
論
断
し
符
な
い
の
で
は

t･b
い
か
と
恩
ふ
.

(六
)更
に

三
一日
附
加
す
べ
き
は
'
意
見
な
し
と
か
幕
府
の
意
見
に
従
ふ
と
の
詮
を
な
せ
る
者
に
つ
い
て
ゞ
あ
る

が
F.
之
は
必
ず
し
も
無
定
見
と
い
ふ
意
味
の
み
で
は
L･.
-
'
事
貸
貿
易
の
利
害
L･b
ど
は
十
分
に
諒
解
さ
れ
て
居
な

か
っ
た
津
も
あ
ら
う
L
t
ま
L
!
か
-
答
申
し
た
方
が
無
難
で
あ
る
と
考

へ
た
や
う
な
場
合
も
な
い
と
も
限
ら
な
い

と
皿
ふ
｡

以
上
は
す
べ
て
｢
大
日
本
古
文
書
･幕
末
外
国
関
係
文
書
｣
に
掠
っ
た
の
で
あ
る
が
'
諸
藩
の
意
見
に
つ
い
て
必

ず

し
も
遺
漏
な
N
Jを
保
し
難
い
の
み
な
ら
ず
､
又
他
の
史
料
に
よ
っ
て
補
ひ
得
べ
き
も
の
も
あ
る
こ
と
と
恩
ふ
｡

こ
れ
等
の
鮎
は
他
日
そ
の
横
倉
を
得
た
い
も
の
で
あ
る
.
又
各
藩
意
見
の
分
類
は
私
見
に
よ
っ
L
I
の
で
あ
る
か
ら

見
解
が
異
れ
ば
自
ら
分
類
も
異
ら
ざ
る
を
得
な
い
.
従
っ
て
社
家
の
諸
説
と
は

必
す
L
も

7
致
せ
ざ

る
瓢
が
あ



TO..
糊
水
月
藩
の
意
見
と
し
て
述
べ
凍
っ
た
所
は
'
す
べ
て
水
戸
斉
昭
帥
ち
前
中
納
言
の
意
見
で
あ
-
､
懸
川
啓

と
せ
る
は
藩
主
太
田
碍
津
守
の
父
道
醇
､
新
費
田
津
と
せ
る
は
藩
主
溝
口
主
勝
正
の
父
直
諒
の
意
見
で
あ
る
が
'

便
宜
そ
の
藩
の
意
見
と
し
て
取
扱
っ
た
｡
宇
和
島
藩
主
の
父
伊
達
宗
紀
の
意
見
も
あ
る
が
'
藩
主
遠
江
守
の
意
見

も
出
て
ゐ
る
か
ら
'
帯
主
の
方
の
意
見
を
凍
っ
て
､
宗
紀
の
意
見
は
採
録
し
な
か
つ
た
o

終
り
に
便
宜
の
L]
め
各
藩
の
意
見
を
分
類
表
示
す
れ
ば
衣
の
如
-
で
あ
る
0

6) 猫谷羊一着､明持維新搾浄史､ 9li一一【C･]盲
井野通茂雄著､維新前史の研究､･iO:蛸
菅野和太郎､諸侯 と外観貿易(日本 経済史 研 究所編､幕末経 済史 研 究 ､376頁
以下)
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